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山崎自治振興会館周辺で2月E目、「どんとこい

山崎あったかまつり」が開催されました。

この白は、春を思わせるような天候に恵まれ、

熊なべゃなめこ汁、みそかんばなど数多くの出店

が並んだ会場内は、大勢の人でにぎわいました。

特設ステージでは、もちつき大会、大道芸など

多彩なイベントが行われ、多くの人たちが楽しい

冬の1日を過ごしました。

どんとこい山崎

⑨ 広報あさひは資源憾のため再舗を使用しています
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史
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....母を招く会の稼子。生徒たちの発表会や手作り
V料1霊で母親をもてなした。
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V被服室で足踏みミシンを使って作昂を仕上げる
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気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
家
一

…
家
出
ク
ラ
ブ
の
前
副
で
は
、
交
泌
政
科
は
必
必
だ
と
思
い
ま
す
が
：

。
…

h
－
阪
町
劃
・

v
男

一

司
何事支
光
糊一

岨

F
b
t
V
十
4
井

中町
…

d
曲
聞

1
1岬
凶
圃
竃官
、

公

一

aa綱
引
L
説明
阻・
可

古

川，

h

…
最

後

の

卒

業

生

と

し

て

…

…
誇

り

を

持

っ

て

ほ

し

い

…

…

昭

和

ニ
ト
凡
年
に
家
庭
料
が
ぷ
な
…

…
さ
れ
、
附
和
三
卜
八
年
に
家
政
科
と
…

…
改
称
し
た
治
山
校
の
家
政
科
一
が
今
年
…

何
度
で
廃
止
と
な
り
ま

す

。

ん

…
妓
念
な
が
ら
米
政
科
が
廃
止
さ
れ

一

同
る
動
き
は
、
会
副
的
な
傾
向
だ
と
感

一

じ
て
い
ま
す
。
進
学
率
の
上
外
や
男

抗

女
平
等
社
会
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
…

と
思
い
ま
す
。
昔
は
普
通
科
三
割
、

…

職
業
科
七
割
と
宗
わ
れ
て
い
ま
し
た
一

が
、
今
は
そ
の
割
合
が
逆
転
し
て

い
…

ま

す

。

山

卒
業
さ
れ
た
方
に
は
、
自
分
た
ち
叫

が
卒
業
し
た
学
科
が
な
く
な
る
の
は
山

さ
び
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自

…

分
の
ふ
る
さ
と
を
な
く
し
た
よ
う
な
…

気
分
で
は
な
い
で

し

ょ

う

か

。

…-
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「
う
れ
し
さ
し
♀
同
時
に
、
そ
れ
以
上
の

駄
を
作
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
リ
ま
す
。

走
る
人
が

一
秒
で
も
速
く
走
り
た
い
よ
う

に
、
歌
を
作
る
私
た
ち
も
少
し
で
も
上
手

に
な
り
た
い
で
す
か
ゐ
」

，
川
十
・h
u
、
短
歌
結
社
「
知
秋
時
代

社
」
の
新
春
短
歌
大
会
が
行
わ
れ
、
坂
藤

さ
ん
の

『火
の
l
L
に
餅
や
わ
ら
か
に
膨
ら

む
和
思
い
も
川
く
栄
し
さ
に
似
る
』
の
作

品
が
地
位
に
逃
ば
れ
ま
し
た
。
『
餅
を
焼

く
と
や
わ
ら
か
く
な
り
膨
ら
み
ま
す
。
ま

る
で
白
分
の
思
い
が
店
い
た
よ
う
な
う
れ

し
さ
、

来
し
さ
に
似
て
い
ま
す
。
こ
の
駄

は
そ
う
い
う
な
昧
で
す
」
と
受
抗
の
点
び

に
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

以
藤
さ
ん
は
お
よ
そ
二
十
年
出、

会
社

を
辺
職
。
趣
味
と
し
て
組
駄
を
始
め
ま
し

た
。
昭
和
一ム
十
二
年
に
、
町
の
短
歌
愛
川
町

家
の
集
ま
り
「
あ
さ
ひ
短
歌
会
」
に
入
会。

川

一
同
作
品
を
出
し
合
い
、
互
い
に
批
評

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
日
以
数
百
八

十
八
人
、
県
内
最
大
の
短
歌
結
社

「短
秋

時
代
社
」
に
も
所
属
。
今
阿
の
地
位
と
と

も
に
短
歌
附
代
賞
も
受
賞
し
、

一
．4
砲
の
ぢ

び
と
な
り
ま
し
た
。

「
歌
は
日
常
生
活
に
密
行
し
た
も
の
が

多
い
で
す
ね
。
農
作
業
を
し
て
い
る
と
き

や
鋒
段
の
何
げ
な
い
こ
と
を
題
材
に
し
ま

す
。
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、

人
が
詠
ん

で
わ
か
り
や
す
い
歌
を
作
る
こ
と
で
す
」

と
話
す
坂
藤
さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら
の
夢
は

臼
分
の
歌
集
を
出
す
こ
と
。
毎
灯
卜
肖
を

け
杭
に
、
三
十

一
文
字
の
川
仰
を
追
求
し

た
い
」
と
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

... 

お
仁
、
？
ま
す
副
司
同
町
同
町
骨
骨

・－--~ －－ 一一一一一一一一
－
会
社
の
概
婆
を
教
え
て
く
だ
さ
い

附
和
凶
十
ム
年
一一一
月
に
、
ト
ラ
ッ

ク
の
中
体
ア
ル
ミ
ボ
デ
ィ
ー
メ
ー
カ

ー
と
し
て
設
す
一さ
れ
ま
し
た
。

日ぃ
州
、
川
野
、
；
一袋
な
ど
の
貨
物

肉
動
車
に
、
お
客
さ
ん
の
刑
途
に
応

じ
て
パ
ン
型
、
冷
凍
、
保
冷
、
オ
ー

プ
ン
ボ
デ
ィ
ー
を
設
計
か
ら

一
貫
午

尚

・
版
必
し
て
い
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
な
ん
で
す
か

安
定
し
た
結
要
の
確
保
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
物
流
業
界
ら
多

目
刊
多
椴
化
し
、
競
争
が
激
化
し
て
い

ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
ー
の
軽
量

化
を
は
じ
め
省
力
化
、
外
観
を
含
め

低
コ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、

ト
ラ
ッ
ク
の
過
梢
載
へ
の
取

締
リ
強
化
が
行
わ
れ
て
以
来
、
軽
量

上野しのふ、さん（20歳 ・月山）

ー 「きららの里J内サンエトワール ー
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室歩荒 田 た

2~~ 雄？
Iii 1と

G)@@ 
山？

本2
イ圭か
奈な

吉
岡
野
の
山
本
誠

・
真
寿
美

さ
ん
夫
妻
の
長
女

（
平
成
ア
年
A
H
月
間
日
生
）

h
d一－

m柑
け
ぷ
ト
首
刑
V
級官昨

且
畠

色
面

幽
層

、
挙
必

E
E
Z

間

捕周回

1防
毒務

人

V
A
ゆ

ポ三勢

売従 事月
上 業円
高 員口

：数 車

言：野
九 二 Y開
千 十
万八
円人

化
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
要
望
に
、

ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
工
場
長
さ
ん
が
普
段
か
ら
心
が
け

て
い
る
こ
と
は

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
安
全

mw

mを
第
．
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
従
業
員
の
古
川
齢
化
に
伴
い
、
H
桁

年
府
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

対
外
的
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
依

頼
さ
れ
た
修
聞
に
込
述
に
対
応
す
る

こ
と
や
、
き
め
細
か
な
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
と
の
長
い
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
に
は
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヒ
ヴ
ト
曹
零
出
し
た
い
ν

昨
年
九
月
に
入
善
町
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
き
ら
ら
の
里
」
に
あ
る
パ
ン

属
、
サ
ン
エ
ト
ワ
｜
ル
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
パ
ン
屈

さ
ん
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の
で
、
仕

事
は
楽
し
い
で
す
ね
。
現
花
は
バ
ン

を
焼
い
た
り
、
販
売
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
回
標
は
、
白
分
の
ア
イ
デ
ア

で
色
ん
な
パ
ン
を
作
り
ヒ
ッ
ト
商
品

を
出
す
こ
と
。
い
ず
れ
は
自
分
の
お

店
を
持
ち
た
い
と
忠
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
料
理
や
ド
ラ
イ
ブ
。
休
H

に
は
夕
食
を
作
っ
た
り
、
あ
て
も
な

く
事
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
ま
た
、
友
だ
ち
と
休
日
が
A
n
わ

な
い
の
で
、
夜
に
お
酒
や
カ
ラ
オ
ケ

で
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
倒
。

今
年
「
成
人
武
」
を
迎
え
た
ば
か

り
で
、
結
婚
は
ま
だ
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
理
想
の
タ
イ
プ
は
、

気
を
つ
か

わ
な
い
人
で
す
。

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
ご
一

う
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に

出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

『出
て
み
た
い
」
『
出
し
て

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

ば
、
広
報
係
（
包
役
場
内
線

2
1
2）
へ
ご
一
報
を
。
…・・2・
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〔
公
邸
人
質
事
件

Y
A
児）

何
〈
ん
「
先
生、

ひ
と
じ
ち
事
件
だ
っ

。
わ
わ
せ
ん
た
く
H

は
ぎ
お
に
干
す

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
鉄
格
に
よ

手
に
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。

〔
ス
ズ
メ
の
足
】
（み児）

n
k
〈
ん
「雪
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
突
、
い

が
に
：
・
。
ス
ズ
メ
、
足
冷
た
な

い
が
い
ろ
か
っ
・
」

保
母
「
冷
た
そ
う
や
ね

l
」

行代
〈ん

「早
く
い
か
ん
に
ゃ
、
足
か
ゆ

く
な
る
よ
。
お
母
台
、
ん
に
ハ
｜

ハ
ー
し
て
も
ら
わ
ん
な
ん
よ
」

と
て
も
や
昔
、
し
い
穴
く
ん
で
し
た
。

広
報
ク
イ
ズ
⑩

〔問
題
）

①
泊
高
校
家
政
科
は
何
年
の
歴
史
が

あ
る
？

＠

幻

年

⑮

計

年

。
日
年

②
泊
高
校
家
政
科
の
最
後
の
卒
業
生

は
何
人
？

＠

犯

人

⑮

刊

人

。
位
入

③
来
月
で
広
報
あ
さ
ひ
は
何
百
号
を

迎
え
る
。

③
4
0
0

⑮
5
0
0

0

6
0
0
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は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
蹄
・を
脊
い
て

3
M
M
日（
当

H
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係
（
干
制
l
w
朝
日
町
道
下

1
1
3

3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で

3
人
に
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
前
回
の
当
選
者
は
中
烏

政
雄
さ
ん
、
ロ
ビ
ー
さ
ん
、

平
坂
真

由
美
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
お
通
中
お
通
正
解
）

τ！」

保
母
「
ひ
と
じ
ち
参
件
っ

τ

打
。
争
件
つ
・
」

っ
て
－
f
d

S
E
ん
「人
の
こ
と

M

じ
じ
。

っ
た
り
す
る
と
、
警
察
に
捕
ま

白
分
が

n
じ
じ
H

に

っ
た
り
、

A平坂真由美（20)

な
る
こ
と
』

と
リ
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

と
でじ
すじ

、公的介護保険H たびたび耳

にする言葉だと思ります。簡単

に言うと f高齢者介護による家

庭危機への備えj だそうです。

昔！ま親を介護する期間は短り

ものてじたが、今は平均寿命も

伸びてります。 50歳になる女性

の親が生存してりる割合を比べ

ると、 1920年代ては両親健在が

0.29私片方の親ては8.5%1.と過ぎ

ませんでした。最近てはその割

合はそれぞれ19.6%と76.3%に
もなってねます。しかも少子化

が進む中‘子どもが両親ど乙ろ

か場合によっては祖父母の介護

もしなf1ればなりません。現在、

在宅介護者の2人！と 1人が60歳
以上、 5人！ζ1人が70歳以上。

90歳以上の親を還暦を過ぎた子

や妻が世話をする r老人介護」

や、子ども世代が介護の激務で

先に亡くなり、寝たきりの高齢

者が残される r介護地猿」があ

ると、老人保健福祉審議会て報

告されてります。

私自身、今一度勉強するとと

もに、町民の方々と考える機会

を設けたりと思っております。

ところで 1月に休暇をとり旅

行！こ行った一連の問題て、r時期

的に軽率性J との話には自覚し

ております。事の軽重は町民の

皆さんに判断してりただくもの

と思っております。

私は朝日町民のため常に全力

を額けておりますが、私の不徳

の故ご心配をおかけしました。

探くお詫び申し上げます。再び

この様なことのなりょう、さら

に論議を積み重ねたりと思りま

すので、一層のこ教導をお顕り

りたします。 ( 2月178言。

〔
お
せ
ん
た
く
Y
4
児）

雪
遊
び
を
し
て
い
て

Y
〈ん

「
先
生
、
お
ぜ
ん
た
く
し
て
き

て
も
い
い
？
」

保
母
「
え
っ
｜
？
」

Y
〈ん

「
ほ
ら
、
手
袋
ぬ
れ
た
か
ら
鉄

棒
に
干
し
て
き
で
も
い
い
ク
」

保
母
「
い
い
よ
」

Y
〈
ん「

ハ
｜
イ
」

ーーー... 
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両国~孟孟~

A然癒賓＋騎石｛？）

ぬ
悶
悶
悶
欄
噂

「み
ん
な
の
ベ
｜
ジ」は
、
皆
さ
ん
でつ
く
っ
て
い

た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
に限

ら
ず
、
広
報
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
問
題
な
ど
縫

さ
ん
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

... 
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・町民ミニバスケットポールお別れ大会
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・町民ノ〈スケットポール大会

16 I l(H)8: 30～ （サ ンリ ーナ；~ l) 
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その他

涼しくは数行後員会（ft82-ll04）またはサン
リーナ｛含83-1838）へ問、、合わせを．

点
ゆ

ム

υ
矢

－

D
ク
ラ
ス

い
い
ち
こ

A
ク
ラ
ス
側
H
ク
ラ
フ

・
8
ク
ラ

一
新
川
地
域
発
展
受
賞
者
一

第

M
阿
新
川
地
域
政
均
版
社
の
受
賞

式
が

l
川
幻
け
に
行
わ
札
、
新
川
地

峨
の
活
性
化
と
先
凶
に
口
献
さ
札
た

い
刀
々
が
受
抗
さ
札
ま
し
た
。
判

H
町

の
受
抗
名
は
次
の
・
万
々
で
す。

地
域
社
会
賞

朝
日
川
役
村
久
性
グ

ル

ー

プ

判

日
な
な
い
ろ
作
成
会

青
少
年
育
成
賞

悦
芥
ラ
グ
ビ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
同

成人病改め生活習慣病
豊かになった日本の光と影の

中て、影の 1つ！こ日本人の命を

むしはむ成人病があります。成

人病は‘ 40議以上の中高年者が

多くか裕ることからつ竹た包報

て、40年程前！と登場し広〈知ら

れるようになってります。

これまでの研究て、がんや高

血圧（脳卒中、心臨病の原因とな

る）、糖尿病などl~F生命の設計

図』と言t)fl，る遺伝子に問題があ

ることがわかつてります。同

時に発病には、遺伝子のほか生

活習慣も大きな影響を及ぼすこ

とも明らかになってります。つ

まり成人病となりそうな体質を

持ってりる人ても、 日ごろの生

活習慣に注意してりれば、成人

病になるのを防りだり、病気の

進行を食り止めることがてきる

のです。そこて、 昨年厚生省は

生活習慣の重要性をもっと強く

打ち出す必要があると考え、成

人病を r生活習慣病Jとりう名

前に改めました。

病気を治療することも大事て

すが、そもそも病気が発病じな

りようにできれば、乙れ程良り

ことはありません。膨れ上がる

一方の医療費も抑制てきます。

成人病改め生活習慣病を予防

するため、もう一度皆さんの生

活習慣を見直してみませんか。

矢

ス
ぽ
夢

－

D
ク
ラ
ス
大
一
糸
川
ス
マ

イ
ノレ

-



社会福祉
協議会だより

. 朝日町社会福祉協議会

は、皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体 です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

室t83-0576

戸u.
一手

、。
＂~、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

｜
｜

災
害
時
の
救
急
法
講
習
会
を
開
催

l
l

役
場
4
階
の
大
ホ

i
ル
で
2

月
刊
日
、
災
害
に
備
、
え
た
相
祉

募

集

－
「
い
き
い
き
友
の
会
』
会
員

1=m:1当時量~·~：何回目’Ill

M

側
出
山
県
い
き
い
き
及
品
吋
財

川
で
は、

「
い
き
い
き
ぷ
の
A
ご

の
A
五
日
以
を
必
集
し
て
い
ま
す
。

刷
会
で
は
、
前
鰍
誌
の
無
料

配
街
や
許
信
人
を
仰
い
た
講
演

会
へ
の
ご
紹
介
、
閣
法
や
俳
句
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
総
時
の
開
催
、

旅
行
会
の
実
施
の
ほ
か
施
設
の

利
同
訓
引
カ
ー
ド
の
先
行
な
ど
、

終
日
刊
サ
ー
ビ
ス
を
処
供
し
允
実

し
た
シ
ル
バ

ー
ラ
イ
フ
を
応
媛

し
ま
す
。

資
格

何
歳
以
上
の
方

会
後

＠
例
人
会
円
以
年
会
資

3
、
0
0
0
問

。
制
人
ペ
ア

くらしの情報室

Lit九ngIγifoγγnatioγl 
画団副司

救
援
体
制
を
学
ぼ
う
と

「災
害

時
の
紋
急
法
諸
問
会
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

蛾酬
明
白
会
に
は
町
の
民
生
委
員

児
童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
印
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
日

本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部
の
坂

井
繁
之
さ
ん
が

『
阪
神
大
成
災

の
救
緩
活
動
に
参
加
し
て
」
と

開
国
し
て
講
義
。
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
協
力
し
、
災
害
に
対

処
す
る
必
巾
女
性
を
訴
え
ま
し
た
。

救
急
法
の
実
習
で
は
、
窓
識

不
明
や
呼
的
停
止
、
大
出
血
な

ど
す
ぐ
に
手
当
を
必
要
と
す
る

傷
病
者
へ
の
処
遊
法
を
学
び
ま

し
た
。

わ
ず
か
数
分
が
供
死
の
分
か

れ
目
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
兵
剣
な
表
情
で

救
急
法
を
身
に
つ
け
て
い
ま
し

た
。

6 き い 申 0 ~ 
4 友き 込 O .A 
｜｜の い み O ~ .. ;: 
32会 き ・111~ 
｜｜ 」 長 閉 会

6 ~1 ~ －）；手合 Li 
O務 flオせ
1 尚 HI
0 ~「 a!-0
） 古 い；~；；

0 さ 111 
7 ~ 、県

年
会
行
4

’

黒
部
職
業
能
力
開
発

1
セ
ン
タ
ー
受
講
生

募
集
科
目
・
住
宅
打
綿
利
：
・同

名

・
イ
ン
テ
リ
ア
純
仁
科
：
日

中
h

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
：
別
名

（
3
科
目
と
も
男
久
不
問
）

願
書
締
切
日

3
H
U
H
ω

入
所
日

4
川
8
u
ω

訓
練
期
間

6
か
川

申

込

み

・

以
川
保
険
受
給
お

は
公
共
臓
業
安
定
品川

・
，
般

山
地
持
者
は
肖
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

詳
し
い

こ
と
は
烈
部

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（宮

臼
H
0
2
5
1
）

へ。

お
知
ら
せ

t
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

E
縦
覧
期
聞
が
変
更
に

固
定
資
産｝
課
税
台
械
の
縦
覧

期
間
は
、
版
刷
と
し
て
何
年
3

H
川
1
れ
か
ら
3
川
初
日
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
も
昨
年
と

川
般
に
川
之
資
ι脱
税
に
附
す
る

税
法
の
改
正
が
3
月
末
に
子
山
泌

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
評
価
一
甘
え

＠ 戦日町善意銀行

（｜月 ll自～2月10日）

。舟川新綿入会さんからア

ルミ缶回収の収益金

10,000向

。宮崎紛入会さんからリサ

イクル収益金

ありがとう
あたたかい，ち

も

地
域
福
祉
懇
談
会
を

開
催

2
月
4
日
、
朝
日
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
地
域
福
祉
懇
談
会
が

行
わ
札
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
宮
崎

・
間
保

・

山
崎
地
区
の
役
員
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
職
以
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
役
員
ら
が
出
席
。
3
世

代
交
流
ゲ
l
ト
ポ
ー
ル
大
会
や

男
性
料
別
教
室
、

．
人
暮
ら
し

老
人
宅
へ
の
訪
問
、
老
人
の
交

20.000問

。朝日開］ライオンズクラブ

さんから 100,000円

。束三浦町横川j争法さん

から寒修業の浄財の一部

50.000阿

通
安
全
教
室
な
ど
、
地
域
総
合

福
枇
活
動
グ
ル
ー
プ
事
業
と
し

て
日
ご
ろ
谷
地
区
で
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
各

地
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

に
つ
い
て
質
問
ゃ
な
兄
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
地
域
総
合
一愉
付
活
動

グ
ル
ー
プ
事
業
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
後
、
地
域
に
鉱
山
者
し
た

福
祉
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

今
後
も
懇
続
会
や
先
進
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
を
行
う
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

-
巴~＝：~
お気軽にご利用ください。

社
会
福
祉
協
誠
会
に
は
、

生

活
や
白
立
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
を
低
利
で
お
貸
し
す
る
生

活
福
批
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り

ま
す
。対

象
は
、
収
入
が
少
な
く
生

活
に
お
凶
り
の
世
俗
や
身
体
陣

有
名
世
帯
、
介
議
の
必
安
な
日

歳
以
上
の
高
齢
者
と
生
活
し
て

い
る
世
併
な
ど
で
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
率

年

3
%

（修
苧
資
金
は

無
利
子
）

保
証
人

臼
歳
未
満
の
親
族
1

名所
得
制
限
あ
り

担
当
民
生
委
員
児
童

委
員
ま
た
は
社
会
福

祉
協
議
会
へ

そ
の
他

申
込
み

視覚障害者の読み書きの

不自由さを少しでも軽減す

る役目を果すのが点字で、

1829年、フランスのルイ ・

ブライユによって考案され

た。わが国では1890（明治

23年）年、石川倉次が五十

音を基礎としてこれを翻案

した。 点字は、指先で識~IJ

できる凸点を組み合せて桃

成した記号で、一つのマス

で表され、 612:から構成さ

れている。点字！J左から右

へ読んでいく 。

構i極｜豆j事｜典｜⑮

字点

fa王室
求人事I'<I量 年 齢 賃 金 f生虫I]

税 君 臨 湯 所 怒Ill 資裕経験
番号 円 休 日 人数 免許等

之木施工管理士
22才ー 200,000-

男
朝日町大家庄

3 土木絡工管理士
so才 314,000 

~ 自守兄、第2・4土織臼 (I級又は 2級）

2 機械 組立 18才ー 142,SOO- 5月女
朝 日田T尊重子

2 
ヰミ問

電気配線 30：才 182,500 白土祝 普通自動車免許

3 プレ カッ ト加工
22才～ 203,400～ 

男
羽田町東箪野

2 
高卒以上

35才 254,250 自字見、月 Z回土曜

4 営 噴睦 ｛畢 20才ー 150,000-
男

朝 日町山崎 ;t;卒
40才 250,000 月 6日休み 普通自動車免2干

5 大 型 自動車 45才 165,000-
努

朝日町月山
3 

不問
運転 手 以下 210 ,000 日祝他 大製自動車免1午

6 笑 倒t的~ 富市
18才 ー 148,000～ 

女
朝日町道下 美容師免1ヰあれば可

40：才 208,000 火、月 2固休み ｛インターンt..OK)

7 16 員
18才ー 130,000-

女
朝日町宮崎

2 
不問

50才 150,000 月句会の問 l自体み 普通自動車免Z干

8 lJ! 淘j 富市
22才『 220,000-

女
草月自由T泊 薬剤師資格

45才 230,000 田守兄

9 土 木 作 集 員
18才ー 161,000-

女
朝日町大家庭

3 
不問

60才 172 .500 日祝、第2・4土Bl{日

10 
販売 18才 ー

時給 700 女
幸男日田T》白

（パート｝ 35才 日 普通自動車免1午

平成 9~手 3 月会ホット求人情報の
作
で
あ
る
た
め
、

千
成
9
年

度
の
縦
覧
則
川
は
次
の
と
お
り

災
民
し
ま
す
。

期
間

4

M
l
u
か
ら
れ
日
ま

で
（
L
L

・
円
除
く
）

役
場
税
務
課

場
所

－

技

能

検

定

千
成

9
年
一
反
の山
川
則
技
能
検

（
必
が
次
の
と
お
り
実
絶
さ
れ
ま

す
。
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

検
定
職
種

問
去
数
飾
、
造
閥
、

鉄
仁、

建
築
似
令
、
山
糸
川
パ
製
作
、

と
び、

ト川
山
川
、
冷
一制
点
、
ヲ
点
、

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
な
ど

受
検
申
請
書
期
間

4
川
4
日

樹
か
ら
4
川
口

n附
ま
で

受
検
申
請
書
提
出
先

富
山
県

職
業
能
力
開
発
協
会
（
富
山
市

新
店
川

2
1
4
1
辺
市
山
県
尚

じ
会
附
ピ
ル
6
隣
）

問
合
せ

山
山
川
市
職
業
能
力
附

発
課
（
合
0
7
6
4
u日
付

l
3

へ

2
5
9）

 

画
E望盟固

t智r求人情憾－覧袈Jむ二
古 〈杓 しいこと【手、魚置公共事匝襲安定所鰯自分宣 告8Z-OI拍へお問い合わぜ＜ ，~ i.'い，

重量
年
金
受
給
権
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

年
余
を
受
け
て
い
る
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
と
き
は
、
2
週
間

以
内
に

『
年
令
受
給
権
お
死
亡

川
」
を
仰
向
山
し
て
く
だ
さ
い
。

ニ
の
川
山
に
は
、
年
令
川
代
け

と
ばし」
の
が

%
を
明
ら
か
に
す

る
U
R
H

矧
な
ど
が
必
要
で
す
。

死
亡
届
の
館
山
が
巡
れ
る
と

作
T
A
取
の
支
払
い
が
停
止
と
な
ら

な
い
た
め
、
過
払
い
が
乍
じ
、

後
ほ
ど
返
納
し
て

い
た
だ
く
‘
』

と
と
な
り、

ト〈
変
耐
倒
を
お
か

け
し
ま
す
の
で
、
日
仙
川
は
迷
や

か
に
お
願
い
し
ま
す
。

... 
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〔

1
日
目
引
引
］

町
似
以
制
悦

・
所
川
川
制
悦
の
中
山

は
3
川
げ
け
川
ま
で
で
す
。

中
行
仲
町
け
が
川
い
て
い
な
い

N

ゃ
に
人
の
し
か
た
吟
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
万
は
、
役
場
税
休
刊

ぷ
（
宮
役
場
内
線
1
2
1
）
へ

お
問
い
A
H
せ
く
だ
さ
い
。

1=m:lli.l11品E・叫；属国・11111

ー

母
子
家
庭

・
障
害
児

ee

t
持
つ
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

〈
児
童
扶
養
手
当
〉

市
議
に
な

っ
た
後
の
峠
初
の

3
M
m
H
に
訓
述
し
て
い
な
い

児
認
｛
ま
た
は
初
出
凧
未
満
の
怖

心
川
児
｝
を
必
行
す
る
は
「
家
臨

ηに
ぷ
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
公
的
年
令
を
受
け

て
い
た
り
、
．
定
一
級
以
上
の品川

り
が
あ
る
場
介
は
交
拾
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

受
拾
い
や
山
が
発
令
し
て
か
ら、

あ
る
－
山
必
の
年
川
が
経
過
す
る

と
交
給
資
怖
を
火
、
っ
助人け
が
あ

る
の
で
い
め
に

F
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈特
別
児
麓
扶
養
手
当
〉

心
身
に
山中
度
以
上
の
問
中
古
が

圃

耳

の

日

の

つ

ど

い

3
川
3
け
の．
判
の
日
に
ち
な

ん
て
「
バ
の
け
の
つ
ど
い
』
を

間
前
し
ま
す
。
聴
覚
附
百
の
ト
H

の
た
め、

t
’A
一
店
以
阜
、
不
必
通

ぶ
ら
一
行
い
ま
す
の
で
い
ね
ハ
札
併
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

3
け
2
N
川
午
後
l
時

〉
〉

l

’s
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相l機 －
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料の念
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「制ll
l証Ill士
一二 詑4

－

菌
の
教
育
口

l
ン

融
資
金
額

7: 

作
1

．比
l
人

収穫の喜びを体験してみませんか
｜町民農園「なないろ農園」利用者募集｜

・場所：朝日町横水地内｛不動堂遺跡南側）

・施設： 一般農園として26区画程度

( 1区画 50～100同）

に
つ
き

－
M
句
作T
全
保
険
加
入
小
の
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l
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刊
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内
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州
民
年
令
加
入
小
の
十刀・：
叩
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A
i
v

，，H
r
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融

資

利

率

午

3
・
山
00
（千
成

9
年
2
川
叩

N
叫
似
｝

8
年
以
内

（
似
山

ι…γ削
山
内
で
U
M

返
済
制
聞

き
期
間
は
、

U
K
4

年）

問
い
合
わ
せ

山
山
県
年
合
一
位

℃

M
M
m協
会
（
官
。
7
6
4

内’
’u

1
2
6
6）

 

あ
る
却
必
ト
ボ
渦
の
見
直
の
必
山
川

帆
引
に
文
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、

刈
刊
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。

〈母
子
家
庭
の
貸
付
制
度
v

町
千
（
一
以
川
川
）
家
庭
を
対
象

に、

修
中
資
金
や
住
宅
出
H
A
R
な

ど

U
M
Mの
資
令
．
を
低
利
で
貸

し
付
け
る
制
収
が
あ
リ
ま
す
。

希
胡
日
品
引
は
川十
め
に
山中
制
し
て
く

だ
さ
い
。

ぶ
し
く

2
2
川

wwth長
一同
祉
課

ー

1
1
1
J
1
4
・

（宮
役
場
内
線
1
4

2
）
へ
。

交通事政の無料相談
相談日：月 ー会 9:30-16:40

①専門の相E提員が~JI.身にな
って栂餓に応、じます。

①弁隠士姻敵国：（無料 ）

毎月書店2 ・ ~ 4 木蝋日
13：・oo-1s:oo 

・社団法人日本自員害保険協会

会（0764)32-2294 

・利用期間： 4月下旬から翌年3月末日まで

・利用料金： l同当たり 50円

( 1区画 2.500円～5.000円程度）

・申し込み：申し込み用紙（広報あさひ3
月号と同時配布）により4月

1 A日間）まで役場農林水産課

(fi役場内線242）へ申し込み ．

ください。 ｜ 

『便利さに

慣れて忘れる

火のこわさ』

3月初いから訪れまで、

作のAK川火災子山泌川仰が実
， 施されます。

、｝れからは火災の発生し

やすいシーズンです。火災

を起こさないよう、次のこ

とにト分川忠しましょう。

・税たばこ・たぱニの投げ

鈴てをしない。

－f供には、マッチやライ
ターで遊ばせない。

生活必需昂価格
2月分（毎月5日！.Jl制作） k越6)111

~ 
t勺 価 俗

•'•'• 2 II tiii/llt 前年同Jl!t
司r ソ ン

112 ー ー 14fi mト，，＇cI e> 
1111 ii itlt 

w:1 ＋ 2 ~ 17 
製 （配達！Se>
II ff え

3.371 。+ 281 e回’
( 5 m') 

ふa‘， ド庁 m iit i'iil 
U!3 ー 13 - ;)4 )) （ ’I •刊。））＼＇；~）600mt)

Ill 
ティシ .：..ペ ーパー

550 ＂＇~ －マ - 51 
（ ~00枚人× 5 Ti'i人｝

” トイ レ ・γ トベ ー ハー ,1(1!) ¥A.イ - 56 ”“ !li'.<fllロール4I＇削剥［）
ー

食 ，~ ノ
2 ( ;l¥'j!fi,・.・. 6枚人リ｝ 17.fi ＋ 

Im ．マ す1 ノ
’26i + 12 - 73 

付加gI 1有）

しょ う ilh
572 。+ 149 1 cueペァトボトル入リ｝

食
サラダ ith

30:1 。-136 
（；ホリ’作総700gAリ）

》』， ヲ ..・ 101 。 6 n 

＂” ｛むめん lJ') 

ずL
236 + II 世 13(I t，さァ 7入リ｝

i勾
265 lb 11 -180 

（’i’l勾むむ1001!)

’I= 車生 1勾 、i1t~ 8 - 20 
< •I ’ l勾 L (, 100耳）

Z高 ~＂ - 13 ＋ ;) 

主字 (LサイズJO！凶｝

i孟 、町
167 。- 56 

｛？干j並，＇，，＇，Ikg) 

食（:f iL も、 し t 208 ー 3 ＋ 4 
｛？干i!!i品 lkg) 

キ ヤ ~ ヅ （~32 + 94 + :m ．． 
(;I干jfil品1kg) ”＂ 

ー ． ノ 、‘J• 
ノ S ZiS - 36 - 63 

（＇／＇；.・2量a官sI kg) .~（l 

町の工事発注状況（5師円以上）

ーこのコーナー酬が入札刊ったむのを馴していますー rF1 
< H9.1.6-1.31> 

？う 1総血光1: プF己~~ι~ 約金 ta ゴ定 J雪 f見当i深

地方特定Jli路守主l1lii'fi:~ 9 if. t’l 

国fJli.kl反応娩！llJ,場線改良2［［弐l：ーJi
::Ii僑

3 IJ 
23.999.000 総間建設 主主設；ぷ

臨時交付イ在、l＇~
舟Jll訴

9 iド
44.290.000 

総 i菜松組
建設課

開f.i11大家1.E焼却場線僑！会下市i」； r.•Ji 3対 北F金支店

除雪についてのご意見 ・ご要望は、

｜町内会長さんを通じて｜下記へ。

高速道路~遇鐙察隊日本道路公団

糸魚川管理事務所 公0255・52・6581

建設省黒部国道維持出張所 会52-1714

富山県入善土木事務所 会 72-1133

羽田町役場内道路除雪本郎 会83-1100

筒問外lままま83-4622

・高速道路

・国道・!.I辺
・町道

－
M
肌
の
強
い
と
き
に
は
、

火
を
し
な
い
。

－
て
ん
ぷ
ら
を
均
げ
る
と
き
は
、

そ
の
坊
を
離
れ
な
い
。

・
家
の
同
山
ソ
に
燃
え
や
す
い
物

を
出
か
な
い
。

－
ふ
ろ
の
均
し
だ
き
を
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
拘
を
近
づ
け
な
い
。

な
お
、

t
J
M

M
池
川仰
の
州
問
中

は
午
前

7
時
と
午
後
9
時
の

l

H
2
M、
サ
イ
レ
ン
を
吹
叫
し

ま
す
。

（
消
防
団
春
季
演
習
〕

3
n初
打
倒
に
消
防
州
右
杯
争

欣
企
小
川
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

中

J
H
は
午
前
7
時
に
町
内
全

域
で
サ
イ
レ
ン
が
欣
附
さ
れ
る

ほ
か
‘
消
防
引
に
よ
る
町
内
巡

M
J
U
行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
怠
く

だ
さ
い
。

ま
た
、

．
部
地
域
で
欣
水
訓

練
も
行
わ
れ
ま
す
。

育段を目指して
mrt1J11ページ1 師 事局

• Ho! 
有 3trヒ鳳 jj
段分 エ ン先叩

唱iでどf跡的
級 とよ 57' 
、、、IL手 入
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分 f、で 去と
以 紡ウ 邑
内 ， 正
で テ 樹
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本
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朝
日
町
立
中
央
図
書
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（公
邸

H
0
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新
し
い
本

二
般
書
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タ
イ
ガ
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叩
ば
れ
た
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イ
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ノ
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ク
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か
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見
る
II 
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村本 H k本
:J:.相会｛ベ
リ1!I多，t

山
代
ロ
！
？
川
市
川

（小
説
）

溺
れ
る
川
出

ぷ
次
の
ル
T
M

が
城
山
川
凡

川
川
林
災
川
H
r
r
の
川
町

っ
か
ニ
、
っ
へ
い

2
0
5
0年
は
川
戸
時
代

石
川
民
輔

s
h
a
l
l
w
e

ダ
ン
ス

l
J；
！
 

？

T
1
l
i
 

e

－

H
L
I
I
’
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鈍
を
み
て
は
い
け
ま
せ
ん

H
H一円，十

l
i
』

ト八
純
作
ぷ

川

H
A川

R

雌
山
山
川
・
十

山
内
山
山
．
ぶ

1
1
f
 

II ii ： ~ 
＊~ I; iJ. 
llの依
竹険業
i•’f l必
Ii¥ Y:' 

川
内
々
の
札
心

｛
ト
ハ
ド

総
本
山
叫

本
の
紹
介

『
コ
レ
デ
オ
シ
マ
イ
。』

山

田

風

太
郎

山
岡
凶
凪
・太
郎

「
や
り
た
く
な
い－
』
と
は
や

ら
な
い
」
と
い
う
汗
れ
が
、
そυ

 

の
独
自
の
撒
将
人
生
古
川
下
を
被

援
し
つ
つ
、

食
に
つ
い
て
、
従

に
つ
い
て
、
川
本
に

つ
い
て
、

惨
敗
す
る
文
上
や
附
火
ト
．
の
人

物
に

つ
い
て
、
縦
織
に
川
る
、

け
川
初
に
し
て
川
後
、
仙
川
川
出
尽
く

せ
ぬ
、

制
上
の
人
川
崎
。

。
休
館
の
お
知
ら
せ

3
月

4
u
ω
か
ら
7
H
織
ま

で
、
館
内
燃
削刊
の
た
め
休
航
し

ま
す
c

出

題

九

段

北

村

昌

奥

様

・
ヒ
ン
ト

：
・h
f－
umに
透
か
さ
弓
い
ん

将
一

去

は

川
一

同
分
で

一級、

5
分
で
三段
。

持
品
明
角
会
後

四

五

六

七

八

九
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健康ィシフがーシヨシ
問合せ：保健センタ－ fi 

愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
抗
名

（1
月
実
施
分
、

会
印
は
柵
州
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
加
Jm
献
血
者
）

境
地
区
公
広
川
琢
也
、

A
M
和
泉

小
百
笑
、
ム
M

水
色
刷
則
服
、
※
水

h

い岬級車対

宮
崎
地
区
公
約
崎
泉、

A
H

・ポ
h

崎
勇
人
、

会
加
藤
．
之
、

※
山
本
珠
山
氏
、
※
加
山
時
貨
問
、

日
以
義
さ
ち
え

笹
川
地
区
A
M
深

絵
主
．

泊
地
区
会
岡
本
小
訂

作
、
会
酒
井
端
之
、

A
H

舟
川
一

俊、

A
H

込
山
花
有
脊
、

A
H

山品
目
ま

ゆ
み
、
A
H

令
森
川
M

明、

カ
荒
井

川地
；

λw加
泌
氏
紀
f
、
A
H
柑
岡

山
知
け
、
ムH
・リ
川
村
明
広
、

A
H

山
川

．／ 

γ 

二：と轟

⑧⑧⑥⑨⑦⑧⑧⑧ 
~ 

採
光
、

会
下
山
降
、
A
H

下
沢
麻

美
、
会
田
中
み
か
子
、
※
竹
内

秀
傘
、
※
同
中
秀
夫
、
※
問
中

此，

r、
※

tr崎
桁
行
、
※
久
野

本
利
作
、
※
水
h

川
ぷ
泳
げ
札
、
※

丸
川
…
沖
礼
「
、
※
池
川
公
文
、
※

寺崎昭彦、※米田淳、※大

谷初哉、※柚木恒志、※一千

坂自国尖、※同州力也、※荒

泌総出、※山崎明チ、※必

時桁紙、※hい川秀知H、品川山以

来、飯川崎f、山崎紛が尖f

3月の告種相談
0時間 ロ 会場 く相談は無料〉

3日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:30～15:00 口弘法11：センター

4日 心配ごと相談

（火） 。13:00～15:00 ロ 福祉センタ ー

11日 心配ごと相談・婦人相談

（火） 。13:00～16:00 ロ 福祉センター

12日 社会保険出張相談

（水） 。io:oo～is:ooロ 役場会議’七

17日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:30～16:00 ロ 福祉センタ ー

18日

心配ごと相談・行政相談

人権相談・税務相談
（火） 。13:00～16:00 ロ 福titセンター

心配ごと相談

25日
。13:00～16:00 ロ 福祉センター

（火） 交通事故相談所巡回相談

①io:oo～is:oo白黒部けjt/ktll：センター

26日 社会保険出張相談

（水） 。io:oo～is:ooロ 役場会議主

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
ト

l
u
 

歩
A
F

ざλ
J
 

力

化

協

M

－
一
』
怠

ω

子育てに関する

アンケート結果

所
児
の
保
説
者
と
、
母
子
保
健

椴
進
只
な
ど
保
健
事
業
協
力
同

体

4
8
8
名
、
凶
昨
九
回
数
は
3
0

0
名
（
凶
収
市
中
位
%
）
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
練
武
は
自
由
記
載

形
式
で
、
結
果
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

・
乳
児
保
育
、
延
長
保
育
実

線

・
放
諜
後
児
殺
対
象
と
し

て
の
児
家
館
の
設
滋

・
子
高円

て
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
親

同
士
が
交
沈
で
き
る
行
児
サ
ー

ク
ル
活
動
の
清
成

・
健
診
や

相
談
事
業
の
充
実

・
子
育
て

や
家
庭
教
育
に
関
す
る
乍
刊
行
の

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

亡
月に、

今
年
度
末
に
策
定
す
る
母
子
保

健
計
画
の
本
礎
資
料
と
し
て
、

子
ど
も
を
健
や
か
に
休
み
育
て

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
対
象
は
保
育
所
通

r宮崎村のたたすまし1』

鹿嶋神社前付近から

東方を望む。車も少な

く、子供たちが物珍ら

しそうに寧の後に集ま

っている。

（昭和の初期～中期）

性波祐子、魚津紀，「、大統

聡日州五箇圧地区内M尾山伸

ヤ、会篠川義字、AH出帆川除

犬、AHh寸川小人、AMlH斤山

人、会上日江川船、AM世い十山文犬、

AH河内弘、※安達万紀子、

※大鳥安芸子、※古江由賞

唯一点、※佐波浪、針谷勝徳、

ポドとみ子、中小品大樹、松

川山紀夫南保地区会制内

純待、AH廷判人法制、※特約

犬、※取U克、※江洲千谷

山崎地区AHUX津幸治、会上

村裕一、火水野光階、AH九

mエU且T．AHb小野間一郎、AH

九氾併犬、みH友達政附、AH

じ出品川、※長作脊織、※

安迷町f、※小杉必問、※

大森雑i、※楠荷優、※ト〈

倉敏子、※蓬沢博、※九島

TW a態、※永刊明弘大家庄

地区AM大久保万凶比、食品服川

久之、AH杉本明f、※山本

公絡f、※トれ斤知H樹、※大

将いん疋台、※古門山朗、※木野

真也、※小川洋送、※井口

一美、山崎真一、必時間噸チ

（以上仰心h）

事 業 名 月 日 i7 、 士湯
（対象者等） 受 付 時間

機 能訓 練 3) J 18 l:J （必
T来f建センター

(!Ji•；宇中f灸jjd:~走者） 。13:00～13:30

心の健康相談

[ ,.,,,,t'Tb闘問中｜3) J 3日 ・17「l

けらします。（H52-1224)
L、ずれも（月） 県青rs保健 所

ちはう性老人の相談も受けます二
。13:00～14:00

子育て教室 3Jll9H（ねl午後1-2かJJのみちゃんl。13:30-13:40
保健センター

とおかあさん ※ 

3か月児健診・脱 臼 検 診 3 JJ 25 l:J （必 あさひ総合病院

(8＂ド12月’I:まi'l ※） 。13:00～13:30 主査形う付；~

4・5か月児健診 3 J JI 1日（刈
f:t~能センター

(8"1'10H F七まtl ※） 。9:30～io:oo

1歳児健診 4 JJ 15円（火）
1栄位I!センタ ー

(8"1'2、3月生まれ ※） 。9:30-10:00

1歳6か月 兜健 診 3 JJ 27日附
｛栄HI：センター

(75:『－8 、 9月〆1~ ま i1. ※） 。13: 00 -14 : 00 

育児相談 3) J 19 l:J附
保健センター

（占十l,i炎希望~・ ※） 。9:30-11:30 

ツベルクリン反 応検査
3 }] 5日（水）

[8"1'-6月～9!1’出。 似 泌l。13:15～14:30 
保健センター

でまだ受けていない人 ※ 

BC  G接種
3 fl 7日倹？

[ 5日にYベルクリン反！峨！ 。13:15～14:30
i！制定センター

tf.を受けた人 ※ 

胃 がん 検診
3 JJ 6円（ね

l洲町~f'-4 fl I II以降l。8:30～9:30
保健センター

・，・；がん検診ぷ受の人

場
の
従
供

・
保
行
料
の
軽
減

や
乳
幼
児
医
療
費
補
助
制
度
の

拡
充

・
父
親
の
子
育
て
へ
の

協
力

・
山
必
、
子
育
て
に
関

す
る
職
場
の
理
解
な
ど
多
く

の
ご
意
見
や
ご
要
唱
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
ら
安
心

し
て
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

た
め
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
へ

の
従
一げ
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
賞
重
な
ご
意

見
は
、
今
後
の
チ
育
て
文
銀
の

計
同
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
広
い
ま
し
た
。

⑨健康体機教室及びf逮康相談（いずれも希望者｝U、毎週金曜日午前9時30介から保健
セン？ーで、老人福祉センアーでの健康相絞は毎週火犠日午後 lf埼30介から、3月
19日（水曜日）は基草寺集落セン？ーでも行っています。

⑨栄養相談は第2金曜日午前9a寺30分から保健センターで行っています。
一一 r写真で見る朝日町のう

つりカ、わりsより

包週・

各 中 ／＼ 

小 学
学校 中
校 品十同

3 3 卒 校
月 月 業 の
18 17 
日 日 式
（メ：i伺） 、J

※f:}子手，，，長持参

交通事故発生状況調
1月末現在 （ ）内は前年同月比

人身事絞
物語言事自主

件数 死者 傷者

入善嘗察署 12 。13 60 
管内 (15) ( l) (17) (48) 

朝日町
4 。4 20 

( 8) ( l) (10) (17) 

第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、24時闘いつでも受付します。念日3-1160

休日救急診療当番医 開鵠ー午後間

3月 2日 （日 松倉医院 宮 82-0051
3月 9日 （日） 丸 川病 院 岱 83-3391
3月 16日 （日） 伊東医院 宮 83-0504
3月四日側 坂東病院 官邸－2299
3月 23日日） 高桜医院 ft82-0010 
3月 30日 （日） 橘 医 院 宮 82-0791

あさひ総合病院

ガソリンスタンド休日当番 店

3月 2日 日） 浜岡商店 ft82-0578 
3月 9日 （日） 中央農協 宮 83-1135
3月 16日 （日） 朝日石油 包 82-0661
3月四日柄 全店営業

3月 23日日） 大谷石油 ft82-0703 
3月 30日日） 小川石油 ft83-3033 

診療臼／日脇田 ・祝日 診療時間／午前フ時一午後11時
所在地／黒 都 市 消 防 署 向 側 包54・0731

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

新川地区休日夜間急患医療センター

〈詰碁正解〉 ！！』 lのyケが強？！な下司君
で（12J.'l－ドとら舟町、てら、 ！！.＼5でウy

テガエシがきれいに決まリます．

〈詰将棋正解＞ 2 ：角、 j,;J代、 3 .. ~ 、

J,;J l、 4-・1!:. 3 : Ii、211qrnまで7
h占的．

〈解脱〉角一枚をあ勺さリI！：てる妙手
順．こItによ，，. li,(j 4筋 5ilh！二i豊げ

られません。Iiir 4 rJltι ！”l銀‘ 2
111と攻めると 4 . I：、 3－－.！~~. 5 -Ji 
で.，＼みません。

<r.~魁｛jJ5ぺ由 ジ｝

-



あなたの回りの身近な話題を待っています（ft83－竹00内線212）ヘ。

品川
川
新
の
山
崎
久
失
さ
ん
の
お
宅

で
は
、
卒
業
式
に
向
け
た
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
発
送
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。

パタパタ茶フt-fシイデスネ
一朝日中英語指導助手のリリアぎんが蛭谷分校訪問一

南
保
小
学
校
蛭
谷
分
校
で

一
月
二

十
四
日
、
朝
日
中
学
校
の
英
語
指
導

助
手
、
シ
ユ

｜
ム

・
リ
リ
ア

・
リ
ン

ダ
さ
ん
を
招
い
て
交
流
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

リ
リ
ア
さ
ん
は

一
昨
年
の
夏
カ
ナ

ダ
か
ら
来
円
。
町
で
は
子
供
た
ち
に

外
国
人
と
触
れ
合

っ
て
も
ら
お
う
と
、

こ
れ
ま
で
町
内
の
保
育
所
や
各
小
学

校
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

，

こ
の
日
は
、
教
室
で
パ
タ
パ
タ
茶

を
飲
み
な
が
ら
、
児
議
た
ち
は

「外

凪
の
遊
び
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
質
問
。
続
い
て
、
お
手
玉
や
こ

ま
回
し
な
ど
日
本
の
品
目
遊
び
を
披
露

し
、
緊
張
気
味
だ

っ
た
児
童
た
ち
も

リ
リ
ア
さ
ん
と
す

っ
か
り
打
ち
解
け

た
様
子
で
し
た
。

再
会
は
四
年
先

ー
五
箇
庄
小
児
童
が
ザ
ケ
の
放
流
｜

一一今ューリップの出荷作業 一一

春の訪れ届けます

山
崎
さ
ん
は
「
チ
ェ
ス
」
「
バ
レ

リ
ー
ナ
」
な
ど
三
十
五
種
類
、
約
八

万
本
の
切
り
花
を
栽
培
。
九
州
や
関

東
を
中
心
に
全
国
各
地
に
発
送
し
て

い
ま
す
。

チ
品
｜
リ
ッ
プ
の
収
穫
は
三
月
末

ま
で
。
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
巾
は
、

－
足
早
く
称
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

広報係では，News 

.I・.椴足

－
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3人目誕生
おめでとうございます
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叶
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恋
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ノソ
V%
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渦

知

円

進

美

代
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ゆ
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刷
m
．後

戊

靴

下

正

夫

山

山
刷
待
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；；誌（男）

j；；（子（女）

来喬（女）

l災良（女）

；~樹＜ 94)

鞠奈（女）

・、＜－ ~、

彩乃（女）

1i：奈（女）

加藤

iti:i岐

l民コド

森オミ

平1bt.f

長7↑τ

鍋谷

封ミ

宮崎と東京との架け橋に
一一 宮崎で木エ教室を開催 一一

「木
・の
ぬ
く
も
り
を
米
ボ
と
の
交

流
の
蛤
に
」
を
人
け
い
J
H栄
に
、
一
川
崎

の
川
生
活
改
特
セ
ン
タ
ー
で
二
川
九

u、
木
工
教
室
が
聞
か
札
ま
し
た
。

参
加
し
た
脱

f
お
よ
そ
・
じ
1

人
は
、

リ
ー
ス
と
木
工
品
作
り
に
挑
戦
。
ツ

バ
キ
の
笑
や
松
か
さ
を
利
用
し
て
リ

ー
ス
を
作
っ
た
り
、
山
崎
両
作
で
抗

っ
て
き
た
小
川
に
絵
を
拍
き
、
般
に

貼
り
付
け
た
木
工
品
を
約
四
十
例
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

木
工
教
（
ポ
を
合
同
し
た

「
み
や
。

岬
文
化
の
郷
実
行
委
員
会
」
は
、
こ

の
U
作

っ
た
リ
ー
ス
と
木
仁
川
川
を
ペ

ハ
．
．
 
卜
J

－H
に
点
以
で
’
り
わ
れ
た
ん
川

崎
山
身
者
の
集
ま
り
、
東
京
昭
和
会

の
席
で
炉
供
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

問
委
H
H
会
で
は

「山
崎
と
点
以
の

子
供
た
ち
と
の
交
流
の
き

っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

五
箇
庄
小
学
校
の
一ニ
、
四
年
金
五

十
二
人
が
二
月
十
八
日
、

小
川
河
口

近
く
の
黒
里
川
で
サ
ケ
の
稚
魚
約
二

百
万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、
昨
年
の
十

月
に
朝
日
内
水
両
漁
協
の
皆
さ
ん
が

人
工
ふ
化
さ
せ
、
育
て
た
も
の
で
体

長
は
七
行
程
度
。

子
ど
も
た
ち
は

「大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
ね
」
と
芦
を
か
け
、
四

年
後
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

満
開
の
春
を
願
い
つ
つ

ー
舟
川
べ
り
で
桜
の
枝
打
ち
作
業

l

，河
川
新
清
流
会
の
皆
さ
ん
が
一
一月

十
六
日
、
山
河
川
べ
り
で
桜
の
枝
打
ち

作
業
を
行
い
ま
し
た。

こ
の
円
は
害
虫
に
よ
り
病
気
に
な

っ
て
い
る
枝
を

一
本

一
本
せ
ん
定
し

た
後
、
防
虫
剤
を
散
布
。
六
時
間
あ

ま
り
で
作
業
は
終
了
し
ま
し
た
。

市対
川
べ
り
は
、
両
岸
に
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
約
二
百
本
が
立
ち
並
ぶ
桜
の
名

所
。
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ

り
、
美
し
い
桜
並
木
が
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

熊
を
枕
に
寝
た
こ
と
も
・
：

っ
と I也
LI I ~戒
ii崎グコ
小 人 a

’ア・か I 

校ら 山

究室 崎

Jl芝生
今卜 2后 l 

；を 羽
｜｜ 間 入

」 の

；舌羽 5
P メ、 ’同

Lの ぎ
ま 大 ん
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て話く児たで前ん令： ii'. に なとき 人・た 友 み
いにこ主体 卜 しは桜か誘 つ く 、歳 。行 啓
ま、 と た験 ー だ 、 山 け わ た ま 京 さ さ 苦手
し熱のちを Ji.flこ熊.！！＼まれ 1111」活ん んち
た心なは来日のとををし 、名の「は カぎ の
。にい 、介 f!~ や材； tiiiた初辛モセ寸 主主 会i
耳熊 ｜｜ 。を 、にに 。め太テゅン Jj_ 磐 苧
を ；1洪ご f上 ーし大 て 郎 ル ナ 哉 ち｜
{t長 ち ろ WIカて ii'?i ~I設さにじの の

4人目誕生
おめでとうございます
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盆
伝
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尾
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野
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野
新
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塚
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山
例
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川

械
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市

市

早
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1
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恨－－
w
M

治
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卜
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米
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平
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中
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栄
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赤
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総
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hu
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引
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駅

到

州

制

ぐ、

っ

シ

ク

次

一山

フ
久
ふ

H

悼
み
む
よ
菊
チ
俊
ト

－必
勝
み
し
洋
ツ

卜

久
長
キ
訟

庄

即

位
郎
上

川
見
弁

川

山
崎
松

t川
川
総
崎

川
川
滞
水
川
本
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線
小
附
川
烏
氷
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脇
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あ
さ
ひ
の
美
術

円

川
る
的
批
録
制
鈍
〕

邑®~⑫
切~~司l~ ~、

サ
イ
ン
ひ
と
つ
で
予

較
に
口
い
物
が
で
き
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
。

で
も
、
手
幹
な
だ
け
に

使
い
万
に
注
意
も
必
．裂

で
す
。万

．
、
紛
失
や
派
離

と
い
う
事
態
に
陥

っ
た
ら
、

第
：
一お
に
不
正
使
川
さ
れ
な

ヲ

い
よ
う
、

山
ち
に
カ
l
ド
会

利

uれ
と
将
棋
に
辿
給
を
入
札
、

D，‘
，
e
 

無
効
の
手
続
き
を
と
り
ま
し

ド

ょ
う
。

川
け
山
山
に
依
川
さ

一

れ
て
し
ま
っ
て
も
、
持
蹴川体

力

険
に
人

っ
て
い
れ
ば
航
者
制

川

が
戻
っ
て
き
ま
す
。
ヵ
l
ド

いジ

会
社
の
紛
失

・
盗
難
係
の
屯

レ

話
番
号
は
必
ず
控
え
て
お
き

ク

ま
し
ょ
う
。
特
に
海
外
旅
行

へ
山
崎
け
る
と
き
は
、
旅
行

先
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
屯
市
川
添

ひ
ら
忘
れ
ず
に
。

簡
単
に
不
正
使
川
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、
暗
証
吾
川げ
を
ひ
と
ひ
ね
り
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
誕
侠
円
や
屯
話

孫円
V
な
ど
は
、
免
許
証
と

一
紺
に
泌
と

し
た
と
き
に
被
常
に
泣
い
や
す
い
の

で
、
避
け
た
み
が
賢
明
で
す
。

う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
が
、

引
っ

越
し
後
の
住
所
変
記
川
。
作
所
が
交

わ
っ
た
ら
、
銀
行
だ
け
で
な
く
カ
ー

ド
会
社
に
ら
制
け
川
が
必
．安
で
す
。

曲
面
上
に
様
々
な
フ
才
ル
ム
が
折

り
示
，な
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

日
を
凝
ら
し
て
兄
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ォ
ル
ム
が
、
何
を
表
し
て
い
る

の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
曲
面
の
ド

の
ぶ
に
は
、
不
気
味
な
形
の
時
’
い
ら

し
さ
物
、
曲
．
山
上
部
に
は
兄
た
こ
と

も
な
い
鳥
。

こ
れ
が
、
火
椅
，
y
と
ち

り
烏
か
と
思
う
が
実
在
は
し
て
い
な

い
は
ず
・
：
。
背
景
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
容
易
に
判
断
は
で
き
な
い
。
物

体
の
出
後
の
位
間
関
係
す
ら
も
わ
ざ

と
あ
い
ま
い
に
さ
札
て
い
る
。
そ
も

そ
も
こ
の
州
州
に
は
、
品
川
沿
と
い
う

も
の
が
欠ル治
し
て

い
る
。
こ
の
絵
は
、

比
れ
ば
見
る
ほ
ど
す
べ
て
が
あ
い
ま

い
に
、
川
出
札
す
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ

て
い
る
と
い

っ
て
も
過
行
で
は
な
か

犬持与とちり鳥 （~！と•,2｝； . ミ
脱 1！提訴 ｛ド（1957年『｝

ろ
う
。
理
論
的
な
解
釈
か
ら
解
き
放

ち
、
芸
術
の
ポ
エ
ジ
ー
の
附
界
へ
と

導
い
て
く
れ
る
。

同
一
家
、
脱
熊
要
は
判
U
町
殿
町
出

身
。
財
け
敏
明
に
師
事
し
、
大
学
時

ト、、
こ
ま、

川
I
h－－H
リ
ニ
ポ
巾
U
ド
↑
、
』
。

，SE
’b
．，b

s
t
’’
i
r－，，f
d

’L
’Arn
－－、
．，‘．
4
J

京
以
去
術
大
学
院
時
代
に
テ
ン
ペ
ラ

や
フ
レ
ス
コ
な
ど
古
典
技
法
を
学
び
、

大
学
院
で
も
引
き
続
き
そ
の
占
品
川
ハ
技

法
を
発
展
さ
せ
、
油
絵
と
テ
ン
ペ
ラ

を
あ
わ
せ
た
混
入
円
技
法
で
描
い
て
あ

る
。
絵
の
H

川
ハ
も
キ
ャ
ン
パ
ス
も
作
家

の
干
に
よ
る
特
製
で
あ
る
。
トけ山内技

法
を
附
製
し
、
別
代
ま
で
の
道
位
を

た
ど
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
た
な
絵

州
附山
介
の
削
店
を
悦
必
し
て
い
る
。

常
設
展

3
月
四
回
目
ま
で

あ
手
ひ
の
美
術

都
合
に
よ
り
リ
リ
ア
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
は
終
7
し
ま
し
た
J

刷
け
山
を
忘
れ
る
と
、
カ
l
ド
が
使

え
な
く
な

っ
た
り
、
新
し
い
カ
ー
ド

が
前
の
住
所
に
送
ら
れ
て
い
ゆ
故
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
は
銀
行
や
デ

パ
ー
ト
な
ど
多
く
の
会
社
が
発
行
し

4

』

て
い
ま
す
。
簡
単
に
作
れ
る

h
ー

か
ら
と
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

れ

彼
数
の
カ
ー
ド
を
持
つ
人
が

亡川
町

い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
年
会

去
ゼ

官
が
か
さ
ん
で
不
経
済
な
上
、

〉
」

い
ざ
と
い
う
時
、
紛
失
や
総

必

雌
に
抗
づ
く
の
が
遅
れ
る
と

の

い
う
デ
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま

で

す
。
カ
ー
ド
は
あ
ま
り
多
く

h

持
た
ず
、
H
的
に
合
わ
せ
た

長

メ

イ

ン
カ
ー
ド
に
絞
る
よ
う

仇リ
i

に
し
ま
し
ょ
う
。

品
近
は
収
入
に
見
合
わ
な

い
日
い
物
を
続
け
る
「
ク
レ
ジ

ッ
ト
・

ホ
リ
ッ
ク
（
中
必
）
」

に
陥
る
人
も
い

ま
す
。
呼
び
名
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
も
、

臼
分
の
。
借
令
．
0

で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

-Hi前月比7) H9.2.I現在（

V
昭
和
二
十
九
年
八
月

一
日
に

一
町

六
カ
村
が
合
併
し
、
朝
日
町
が
誕
生

し
ム
ま
し
た
。
翌
年
の
昭
和
三
十
年
六

日
．
一卜

uに
は
「
広
紺
あ
さ
ひ
」
が

例
刊
。
米
川
で
記
念
す
べ
き
・
K
Mり

を
迎
え
ま
す
。

町
で
は
附
和
－h
トド札

年
に
、
・
：
h
・九
ト
け
ま
で
を
．

附
に

し
た
縮
刷
版
を
先
行
し
て
い
ま
す
。

近
い
う
ち
に
コ
U
五
卜
．
円
ヅ
か
ら
託

行
リゲ
ま
で
を
ま
と
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
V
一
口
に
五
百
円
す
と
い
っ
て

も
、
そ
の
年
月
は
足
掛
け
四
十

一
年

と
八
カ
月
。
そ
の
聞
に
ペ
ー
ジ
数
は

増
え
、
ス
タ
イ
ル
も
交
え
て
き
ま
し

た
。
私
が
広
報
を
船
内
し
て
ま
だ
・
一

作
あ
ま
り
。
こ
れ
か
ら
L
Hあ
な
た

世帯数 5'173 （ー計 17.169(-33)女 9.106(-19) 

と
ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
的

報
誌
。
の
明
怨
に
少
し
で
も
近
づ
く

よ
う
に
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
も
の

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
V
そ
こ

で
米
川
り
で
は
、
広
報
に
闘
す
る
特

集
を
組
み
た
い
と
ザ
え
て
い
ま
す
。

出
制
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
・
』
と
や
．

新
し
い
コ

ー
ナ
ー
へ
の
ア
イ
デ
ア
な

ど、

町
以
の
押
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
ぬ
す
る
子
主
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご

協

力

く

だ

さ

い

。

＠

〔町の人口〕男 8.063（一14)


